
評価結果確定日

・「寛ぎの中でゆったり楽しくその人らしく。」の理念にもあるように、一人ひとりの思いや希望をかなえられるよう
に努力し、その方の生活習慣を大切に継続できるように支援している。
・家庭的な雰囲気で居心地のよいつくりに心がけ、ホーム行事や外出等楽しめる機会を多く作り、ご家族との関
わりや思い出つくりに努めている。
・地域交流スペースを開放して体操教室が行われ、ご利用者も参加して地域住民と交流している。また、「まち
かどかかりつけ施設」に登録し、管理者が公民館の認知症サポーター養成講座の講師を務める等、近隣施設
と協力して地域貢献にも取り組んでいる。
・主治医による月2回の定期往診と緊急時の対応、看護師、介護職員が協力し、24時間の医療連携体制により
看取り介護にも取り組んでいる。



次のステップに向けて期待したい内容

地域の方やご家族より、認知症の介護に関する相談を受け
ている。地域のボランティアの方々、また、ホームに来られ
る方々に対し、認知症の方の理解が得られるように、話す
機会を作っている。社会福祉協議会の「まちかどかかりつけ
施設」に登録し役割を遂行している。公民館の認知症サ
ポーター養成講座に講師役として参画している。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

日々の中で知り得た情報や気づいたことを申し送りノート
や介護記録に記入するとともに、日々のミーティングを活
用することで、看護職員と情報交換を行いながら連携を
図っている。また、協力医療機関とは24時間常に連絡でき
る体制であり、関わりの中でとらえた気づきを報告すること
により、状態変化に応じた対応ができる環境があり、異常
の早期発見や悪化防止に繋がっている。



次のステップに向けて期待したい内容

年2回、夜間想定を含めた避難訓練を実施し、1回は消防署
の参加を得て指導を受けている。生活スペースは2階と3階
に位置するため、火災の場合は火元から離れた道路側の
居室に誘導する体制を整えている。地域の防災訓練・減災
教室に参加したり、近隣の他施設との協力体制を築いてい
る。防災計画に基づき、ご利用者の特性に応じた備品リスト
を作成し、備えている。

ご利用者一人ひとりの生活習慣やこだわりを理解し、ご自
分のペースで過ごせるように支援している。その時の気持ち
を重視して、無理強いせず見守るようにしている。食事や入
浴もご本人のタイミングで実施し、ご利用者は、ご自分のタ
イミングで居室に戻られ、テレビ鑑賞等をされている。また、
職員は、声かけや活動の提案、準備をし促すなど、意欲の
向上に努め、継続して支援している。

ホームで摂れた旬の野菜を使い、調理専門職員が食事を
作っている。食事は、ご利用者の残存能力を活かして一緒
に準備を行い、季節の果物を一品加えることで楽しみがあ
る。おやつもご利用者の嗜好を聴きとり、季節に合わせたも
のを一緒に作り、自由な発想で飾ることが多いので、笑顔と
言葉であふれ健康の源につなげている。また、ボランティア
による月に一度の手打ちそばの提供は恒例行事となってい
る。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容
ご利用者一人ひとりの楽しみや得意なことを把握し、家事手
伝いなどの役割や出番を見出す場面を作るようにしている。
晩酌の継続や甘いものが好きな方等個別に提供し、ご利用
者の楽しみの実現に努めている。また、洗濯物たたみや片
付け等会話を楽しみながら行い、ご利用者間のコミュニケー
ションの場となっている。役割をその方自身の存在と考え、
大切に関わっている。

一人ひとりの身体状況のアセスメントを行い、職員が手を
出し過ぎず、ご利用者の力を活かした生活ができるように
している。浴室、トイレ、居室のナースコールの設置、段差
解消、安全に移動できる手すりの設置、可能な限り不安
や混乱を感じさせず、ご自分のペースで日々の生活が送
れるように環境整備に取り組んでいる。

ご利用者の馴染みの家具や仏壇、ご家族の写真、生活必
需品等を出来るだけたくさん持ち込んでもらい、ご利用者の
好みのレイアウトにして、自宅と違和感のない雰囲気の中
で、ご利用者が安心して穏やかに生活できる、居心地の良
い清潔で明るい居室作りに努めている。また、転倒のリスク
の高いご利用者については、クッション性の高いマットを床
に敷く等、安全に配慮している。




